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い。」（フィリピ 4:6）、「だから、明日のこと 

まで思い悩むな。明日のことは 明日自らが

思い悩む。その日の苦労は、その日だけで十

分である。」(マタイ 6:34)などのみ言葉で

す。 

 み言葉を心の中に入れることによって、先

の見えない状況の中、気持ちが休まりました。

ただ、今でも、自分の親と裁判沙汰になったこ

とは苦しい思い出です。そのことを思い出す

ときも、「人を裁くな。あなたがたも裁かれな 

いようにするためである。」（マタイ 7:1）、「あ

なたがたも悔い改めなければ、皆 同じように

滅びる 。」（マタイ 5:39 前半）などの御言葉

が思い浮かびます。このように御言葉で支え

られてきたことを思うと、イエス様の犠牲の

もとに自分は救われているのだから、罪の悔

い改めをして、御言葉に従って日々歩んでい

けるようにしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こころの友伝道とは、牧師とこころの友

伝道奉仕者（信徒）がチームを組んで、教会

を訪れた求道者のこころの友となり、受洗に

至るまで責任をもって導く伝道奉仕です。」  

日本の教会は、講演会、コンサート、テレビ、

ラジオ、最近ではＳＮＳまで多種多様な方法

を用いて伝道を展開していますが、これらは

主として一般市民を対象とし、まずは教会の

礼拝への出席勧誘を目的に行われます。その

ため、思い切って教会へ足を運んでくださっ

た求道者を受洗にまで導くための受け入れ態

勢については、十分な準備がなされていませ 

 

 

 

 

 

 

 

ん。その結果、残念ながらせっかく教会を訪れ

た求道者が教会の中で孤立したり、信仰を誤

解したり、あるいは人間関係につまずいたり

して教会を離れてしまうようなことが極めて

多いのです。そこで、こころの友伝道は、まず

その伝道の対象を「求道者」に絞り込み、伝道     

の目的を明確に「求道者の受洗」としました。

これが特色の第 1 です。 

もともと、初めて教会の扉をたたく方々は、

キリスト教に対して様々な不安や戸惑いを持

っています。ですから、教会として求道者の受

洗を望むなら、礼拝出席を確実に続けられる

よう配慮するだけでなく、求道者の揺れ動く

心を的確に把握し、その方がキリストに出会

うまで、あきらめず継続して寄り添い、働きか

ける努力がどうしても必要です。この役割は、

今まで主に牧師あるいはベテラン信徒などが

担ってきました。しかし、牧師は必ずしもカウ
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「こころの友伝道の特色」 
 日本キリスト教団 

 伊豆高原教会 (静岡) 

 信徒 須藤
す ど う

 繁
しげる

 
(こころの友伝道全国連合副会長) 

さあ行きなさい 

４年ぶりに教会所属のグループの年会が開

催されました。主題聖句は使徒言行録 5 章

20 節から「さあ行きなさい」(口語訳)。 

新しい赴任地へ転任する教師のみでなく、

すべての教師、信徒がこの御言葉に励まされ

て「さあ行きなさい」と主から派遣されて行

きます。ポストコロナの時代、コロナ時代に

新たに与えられた技術も用いて、主は「さあ

行きなさい」と前進することを促しているの

ではないでしょうか。    （英樹） 
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